
2-1 水道事業の概要と現況 

(1)普及状況 

本市の水道事業は、大正 13年（１９２４年）の給水開始以来、近隣町村との合併や産業の発展など市勢

の発展に伴う区域拡大や人口増加に対応してきました。給水開始の翌年、給水人口 26,920 人、普及率

18.6％であった水道事業は、令和５年度末には給水人口 712,763人、普及率 96.8％となっています。  

水道事業の基本計画としては、計画給水人口 71２,000 人、計画１日平均給水量 222,000 ㎥/日、 

計画１日最大給水量 2５０,000㎥/日となっています。 

  

 

 

 

  

 
第 2章 熊本市の上下水道 

図 2-1-1 給水人口と普及率の推移 
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(2)水道施設の状況 

本市の水道水は全て良質な地下水が水源となっており、令和５年度（２０２３年度）末時点で取水施設

38 箇所（99 本）の井戸から取水しています。地下水質が良好なため、くみ上げた地下水のほとんどは、

水道法（昭和 32 年法律第 177 号）で一定の基準で注入することを義務付けられた次亜塩素酸ナトリウ

ムを注入するだけで配水しています。また、市内には配水施設が

45 箇所（54 池）あり、地形や水源の能力に応じて市内を 13 の

配水区に分け、自然流下又はポンプで加圧して配水していま

す。令和５年度（２０２３年度）の１日平均配水量は 217,753 ㎥、

施設能力は 321,879㎥／日となっています。 

主要な施設は、上下水道局本館の水運用センターにおいて

24時間体制で遠隔監視・制御されており、安全な水が安定的か

つ効率的に配水されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13配水区一覧
（令和７年３月31日現在）

植木配水区

北部配水区

河内配水区

徳王配水区

岩倉山配水区

立田山配水区

高遊原・小山山配水区

万日山配水区

城山配水区

健軍・秋田配水区

川尻配水区

南部配水区

城南配水区

写真 2-1-1 水運用センター 

高遊原・小山山配水区

岩倉山配水区

徳王配水区

立田山配水区

城山配水区

河内配水区

熊 本 市 配 水 系 統 図

令和５年３月３１日現在

北部配水区

川尻配水区

健軍・秋田配水区

植木配水区

南部配水区

城南配水区

万日山配水区

図 2-1-2 配水区割図 
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市勢や市域の発展・拡大にあわせて水道管路の整備を進め、令和５年度（２０２３年度）末には水道  

管路総延長は 3,61５km となっています。近年は地震等の災害に対応するため、基幹管路の耐震化や

配水区間における水融通管の整備などに力を入れています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

38 38 38 38 38
45 45 45 45 45

3,520 3,550 3,570 3,594 3,615
導水管(km) 43 43 44 44 44
送水管(km) 53 53 53 54 53
配水管(km) 3,424 3,454 3,473 3,497 3,519

　水道管路総延長（km）については四捨五入の関係で合計が合わない場合があります

  水道管路総延長(km)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　　項目

　取水施設(箇所)
　配水施設(箇所)

表 2-1-1 水道施設(令和元年度～令和５年度) 

図 2-1-4 施設能力と配水量 

 

図 2-1-3 水道施設位置図 

 

上松尾第2加圧所(調整池)

岳加圧所(調整池)

平山配水池

島崎配水池(島崎2号)

戸島送水場(調整池)

2

3

4

1

1

配水施設

岩倉山配水池

徳王配水池

立田山配水池

健軍配水場

秋田配水場

小山山配水池

高遊原配水池

川尻配水場

万日山配水池

城山配水池

鶴羽田配水場

飛田配水場

改寄配水場

西梶尾配水場

和泉配水池

白浜配水池

川床配水池

南部送水場

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

舞原配水場

一木配水場

山本配水場

大塚配水池

木留配水池

山口配水池

19

20

21

22

23

24

【富合地区】

【城南地区】

【植木地区】

戸島送水場

沼山津送水場

木留送水場

送水施設

1

2

3

【植木地区】

一本木水源地(調整池)

八景水谷水源地(調整池)

川尻水源地(配水池)

池上水源地(調整池)

城山水源地(調整池)

貢水源地(調整池)

岩倉山配水池

徳王配水池

立田山配水池

健軍配水場(配水池)

小山山配水池

高遊原配水池

改寄配水場(配水池)

西梶尾配水場(配水池)

和泉配水池

白浜配水池

川床配水池

2

1

2

3

4

6

7

13

14

15

16

17

4

11

12

13

18

19 舞原配水場(配水池)

災害対策用貯水施設

18 南部送水場(配水池)

取水施設

【富合地区】

富合東部水源地

21 南部水源地

22

新水源地23

【城南地区】

24

25

26

27

28

舞原水源地

沈目水源地

本鰐瀬水源地 （休止）

高水源地 （休止）

碇水源地 （休止）

【植木地区】

30

31

32

33

34

35

36

一木第１水源地

一木第２水源地

一木第３水源地

山本第１水源地

山本第２水源地

大塚第２水源地

西宮原水源地

37

38

木留第１水源地

木留第２水源地

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

麻生田水源地

一本木水源地

山室水源地

八景水谷水源地

亀井水源地

健軍水源地

沼山津水源地

託麻水源地

川尻水源地

池上水源地

城山水源地

鶴羽田水源地

飛田水源地 (休止)

改寄水源地

西梶尾水源地

貢水源地 （休止）

追分水源地

秋田水源地

白浜水源地

庄口水源地

赤見水源地 （休止）29
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令和４年度（2022年度）の政令指定都市平均は 51.24％です。 

水道事業 (単位　百万円)

13,316 13,094 13,140 13,063 13,028
水道料金 11,592 11,491 11,405 11,401 11,452
その他 1,724 1,603 1,735 1,662 1,576

10,586 10,259 10,257 10,720 10,570
人件費 1,613 1,610 1,386 1,542 1,470
減価償却費 4,684 4,675 4,765 4,805 4,782
支払利息 515 475 443 411 390
その他 3,774 3,499 3,663 3,962 3,928

2,730 2,835 2,883 2,343 2,458

　税抜、百万円未満四捨五入、端数調整あり

令和５年度

収
益
的
収
支

 収益的収入

 収益的支出

 収支差引

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

(3)経営状況 

近年の状況は、令和 2年度（２０２０年度）～令和 4年度（２０２２年度）にかけて、新型コロナウイルスの

影響により、料金収入が落ち込みましたが、令和 5年度（２０２３年度）には感染症法上の分類が第 5類

に移行したことから、回復傾向にあります。しかしながら、全体的な傾向としては、節水機器の普及や高性

能化に加え、節水意識の浸透により、料金収入が減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）年度末時点における貸借対照表には多額の未収金が計上されている。これは２月検針調定分の納入期が３月と４月、

３月検針調定分が４月と５月であることから未収金が多くなっているためである。過去５年(H30-R4)の平均収納

率は水道で 99.93％となっている。 

 

 

 

（単位：百万円）

土地 3,250 28,886

償却資産
(建物、構築物、機械及
び装置など)

113,830 4,338

その他の固定資産 8,243 21,174

現金・預金 8,439 資本金 資本金 77,436

未収金 1,946 資本剰余金 244

その他の流動資産
（貯蔵品など）

1,402 利益剰余金 5,032

137,110 137,110

繰延収益（長期前受金）

流動資産

資
　
本

剰余金

合　計 合　計

令和６年３月３１日現在

資
　
産

固定資産

負
　
債

固定負債（企業債など）

流動負債（未払金など）

※ 有形固定資産減価償却率(%)＝有形固定資産減価償却累計額÷(有形固定資産減価償却累計額+償却対象資産)×100 

減価償却の進展具合と資産の経過年数（古さ）を確認することができる指標で、数値が高いと減価償却が進んでおり資産

の経過年数が長いことを表す。 

表 2-1-3 水道事業貸借対照表（令和５年度） 

図（平成２９年度） 

 

有形固定資産減価償却率※49.79％（令和５年度（２０２３年度）） 

表 2-1-2 水道事業収益的収支（令和元年度～令和５年度） 
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2-2 下水道事業の概要と現況 

(1)普及状況 

本市の下水道事業は、昭和 23 年（１９４８年）に戦災復興事業の一つとして着手して以来、都市の健全

な発達や公衆衛生の向上、公共用水域の保全、雨水の排除など時代の変化にあわせ整備を進め、令和５

年度（２０２３年度）末における処理区域内人口は 663,956人、普及率は 91.0％となっています。 

公共下水道整備の全体計画としては、熊本市全体面積の約 35％にあたる 13,829ha を公共下水道

整備区域(全体計画区域)として定め、整備を進めており、計画汚水量は１日最大 349,700㎥、計画雨

水量は 5年確率※6６mm／時となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 計画雨水量５年確率：その地域で５年に１回程度発生する規模の降雨に対応できる下水道整備を行うこと。「熊本市下水道浸

水対策計画 2023」において、気候変動の影響を踏まえ、ハード整備の対象降雨（時間雨 量 60ｍｍ）が見直された。 

図 2-2-1 処理区域内人口及び普及率の推移 
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(2)下水道施設の状況 

本市の下水道処理区域は８つ（中部、東部、南部、西部、北部、富合、城南、植木処理区）に分かれてお

り、市内には５箇所の浄化センター（中部、東部、南部、西部、城南町浄化センター）があります。 

北部及び植木処理区の汚水は熊本県が運営している熊本北部浄化センターで、富合処理区の汚水は

宇土市が運営している宇土市終末処理場でそれぞれ処理されています。 

下水道管路は、昭和 40 年代後半から集中的に整備され、令和５年度（２０２３年度）末の下水道管路 

総延長は 2,802km となっており、本市の下水道は９割以上が分流式下水道により整備されています。 

 

 

 

  

８処理区一覧

（県営）

図 2-2-2 下水道処理区域 
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本市の地形は北東部が高く南西部が低い特徴があります。汚水は基本的には自然流下により浄化  

センターへ流れていきますが、自然流下が困難な場所があることや下水道管路の埋設深が深くなりすぎ

るのを防ぐため、ポンプ場を 39箇所（雨水ポンプ場 2箇所含む）、マンホールポンプを 362箇所に整備

しています。 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

箇所 5 5 5 5 5
箇所 41 41 41 39 39
ｋｍ 2,685 2,719 2,744 2,773 2,802

　汚水管延長(km) ｋｍ 2,385 2,419 2,444 2,473 2,502

　雨水管延長(km) ｋｍ 55 55 55 55 55
　合流管延長(km) ｋｍ 245 245 245 245 245

　ポンプ場数には雨水ポンプ場２箇所を含みます
　下水道管路総延長（km）については四捨五入の関係で合計が合わない場合があります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　　項目

　浄化センター(箇所)
　ポンプ場(箇所)
　下水道管路総延長(km)

▲金峰山

▲三ノ岳

▲熊ノ岳

▲雁回山

熊本新港

熊本ＩＣ

益城空港ＩＣ

御船ＩＣ

植木ＩＣ

山鹿市

玉東町

玉名市

菊池市

合志市

菊陽町

益城町

御船町

嘉島町

甲佐町

宇城市

宇土市

熊本駅

江津湖

●熊本県庁

中部浄化センター

東部浄化センター

南部浄化センター

西部浄化センター

城南町浄化センター

浄化センター

1

２

３

４

５

５

3

14

2

1

２

３

４

５６、7

８

９

１

１１

１ １３

１５１

１８

１

２０

２

２

２

２

２５

２６

２

２８

２９

３０

３

３２

３

３

３５

３

３

３８

３

４０

１６

１

2 3

4

１5

6
7

熊本市上下水道局

富合営業所

城南営業所

植木営業所

西部上下水道センター

北部上下水道センター

水の科学館

営業所など

１

２

３

４

5

6

7

●

▲金峰山

▲三ノ岳

▲熊ノ岳

▲雁回山

熊本新港

熊本ＩＣ

益城空港ＩＣ

御船ＩＣ

植木ＩＣ

山鹿市

玉東町

玉名市

菊池市

合志市

菊陽町

益城町

御船町

嘉島町

甲佐町

宇城市

宇土市

熊本駅

江津湖

●熊本県庁

中部浄化センター

東部浄化センター

南部浄化センター

西部浄化センター

城南町浄化センター

浄化センター

1

２

３

４

５

５

3

14

2

1

２

３

４

５６、7

８

９

１

１１

１ １３

１５１

１８

１

２０

２

２

２

２

２５

２６

２

２８

２９

３０

３

３２

３

３

３５

３

３

３８

３

４０

１６

１

2 3

4

１5

6
7

熊本市上下水道局

富合営業所

城南営業所

植木営業所

西部上下水道センター

北部上下水道センター

水の科学館

営業所など

１

２

３

４

5

6

7

●

▲金峰山

▲三ノ岳

▲熊ノ岳

▲雁回山

熊本新港

熊本ＩＣ

益城空港ＩＣ

御船ＩＣ

植木ＩＣ

山鹿市

玉東町

玉名市

菊池市

合志市

菊陽町

益城町

御船町

嘉島町

甲佐町

宇城市

宇土市

熊本駅

江津湖

●熊本県庁

中部浄化センター

東部浄化センター

南部浄化センター

西部浄化センター

城南町浄化センター

浄化センター

1

２

３

４

５

５

3

14

2

1

２

３

４

５６、7

８

９

１

１１

１ １３

１５１

１８

１

２０

２

２

２

２

２５

２６

２

２８

２９

３０

３

３２

３

３

３５

３

３

３８

３

４０

１６

１

2 3

4

１5

6
7

熊本市上下水道局

富合営業所

城南営業所

植木営業所

西部上下水道センター

北部上下水道センター

水の科学館

営業所など

１

２

３

４

5

6

7

●

▲金峰山

▲三ノ岳

▲熊ノ岳

▲雁回山

熊本新港

熊本ＩＣ

益城空港ＩＣ

御船ＩＣ

植木ＩＣ

山鹿市

玉東町

玉名市

菊池市

合志市

菊陽町

益城町

御船町

嘉島町

甲佐町

宇城市

宇土市

熊本駅

江津湖

●熊本県庁

5

3

14

2
●

中部浄化センター

東部浄化センター

南部浄化センター

西部浄化センター

城南町浄化センター

浄化センター

5

4

2

1

3

ポンプ場

図 2-2-3 下水道施設位置図 

表 2-2-1 下水道施設（令和元年度～令和５年度） 

図 2-2-4 処理能力と処理量(晴天時) 
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(3)経営状況 

近年の状況は、令和 2年度（２０２０年度）～令和 4年度（２０２２年度）にかけて、新型コロナウイルスの

影響により、使用料収入が落ち込みましたが、令和5年度（２０２３年度）には感染症法上の分類が第5類

に移行したことから、回復傾向にあります。しかしながら、全体的には、節水機器の普及や高性能化に加

え、節水意識の浸透により、下水道使用料が減少傾向にあります。 

なお、下水道事業会計は、雨水の排除など下水道使用料を充てることが適当でない経費などもあるこ

とから、国が定める基準等に基づき一般会計から補助金を受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）年度末時点における貸借対照表には多額の未収金が計上されている。これは２月検針調定分の納入期が３月と４月、

３月検針調定分が４月と５月であることから未収金が多くなっているためである。過去５年(H30-R4)の平均収納

率は下水道で 99.93％となっている。 

下水道事業 (単位　百万円)

19,972 19,312 19,354 19,473 19,336
下水道使用料 10,393 10,247 10,264 10,256 10,301
その他（補助金他） 9,579 9,065 9,090 9,217 9,035

17,843 17,535 17,382 17,065 17,361
人件費 1,055 1,089 975 829 895
減価償却費 10,132 10,180 10,223 10,077 10,241
支払利息 2,115 1,919 1,757 1,601 1,521
その他 4,541 4,347 4,427 4,558 4,704

2,129 1,777 1,972 2,408 1,975

　税抜、百万円未満四捨五入、端数調整あり

令和５年度

収
益
的
収
支

 収益的収入

 収益的支出

 収支差引

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

（単位：百万円）

土地 10,087 120,930

償却資産
(建物、構築物、機械及
び装置など)

273,775 15,499

その他の固定資産 4,381 124,942

現金・預金 9,863 資本金 資本金 33,707

未収金 2,300 資本剰余金 5,553

その他の流動資産
（貯蔵品など）

2,201 利益剰余金 1,976

302,607 302,607合　計 合　計

令和６年３月３１日現在

資
　
産

固定資産

負
　
債

固定負債（企業債など）

流動負債（未払金など）

繰延収益（長期前受金）

流動資産

資
　
本

剰余金

表 2-2-2 下水道事業収益的収支（令和元年度～令和５年度） 

表 2-2-3 下水道事業貸借対照表(令和５年度) 

図（平成２９年度） 

 

 令和４年度（２０２２年度）の政令指定都市平均は 51.54％です。 

有形固定資産減価償却率 39.52％（令和５年度（２０２３年度）） 
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2-3 工業用水道事業の概要と現況 

(1)給水・施設の状況 

工業用水道事業は、平成 22 年（２０１０年）３月下益城郡城南町との合併により新市に引き継がれまし

た。城南工業団地は熊本県が事業主体となり造成されたもので、工業用水道は旧城南町が平成 5 年度

（１９９３年度）に施設整備を完了し、平成 11年（１９９９年）から企業への給水を開始しています。 

令和 5年度（２０２３年度）末では 10社に給水しており、施設の配水能力は１日当たり 1,000㎥です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城南 SIC 

松橋 IC 

 

熊本市工業用水道事業（給水区域） 

城南工業団地総面積 42.6ｈａ 

図 2-3-1 工業用水道施設位置図 

熊本市工業用水道事業 
 

城南まちづくりセンター 
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表 2-3-2 工業用水道事業貸借対照表（令和５年度） 

工業用水道事業 (単位　千円)

5,245 5,360 5,578 5,399 14,284
工業用水道料金 3,055 3,171 3,389 3,197 3,385
その他(補助金、長期前受他) 2,190 2,189 2,189 2,202 10,899

4,777 4,982 4,926 4,798 14,195
減価償却費 2,465 2,466 2,471 2,494 2,502
その他 2,312 2,516 2,455 2,304 11,693

468 378 652 601 89

　税抜、千円未満四捨五入、端数調整あり

令和４年度 令和５年度令和元年度

収
益
的
収
支

 収益的収入

 収益的支出

 収支差引

令和３年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　区分 令和２年度

(2)経営状況 

近年の状況は、工業団地内の全区画の分譲が完了したことから、料金収入は一定ですが、 工業用水

を大量に使用しない非製造業の企業が多く、給水収益の大幅な増加は見込み難い状況です。 

また、令和 5 年度に施設の維持管理に必要な健全度調査を実施したことから、支出が大幅に増加した

ものの、収益的収支の差額を一般会計から繰り入れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

土地 1,499 375

償却資産
(建物、構築物、機械及
び装置など)

41,923 126

その他の固定資産 0 36,798

現金・預金 10,052 資本金 資本金 20,944

未収金 9,143 資本剰余金 4,271

その他の流動資産
（貯蔵品など）

0 利益剰余金 103

62,617 62,617

剰余金

合　計 合　計

令和６年３月３１日現在

資
　
産

固定資産
負
　
債

固定負債（企業債など）

流動負債（未払金など）

繰延収益（長期前受金）

流動資産
資
　
本

表 2-3-1 工業用水道事業収益的収支（令和元年度～令和５年度） 

 令和４年度（２０２２年度）の政令指定都市平均は 5６.９５％です。 

有形固定資産減価償却率４６.５３％（令和５年度（２０２３年度）） 
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